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ヴァルトホルン通りの木造住宅

ポツダムの閑静な住宅街に位置するヴァルトホルン通りの美しい木々に囲まれた一帯には、新築の木造住宅が建ち並び、のどかな雰囲気に包まれています。木々に囲まれた自然環境の中に佇むこの住宅は、自然との調和に満ちた暮らしへと人々を誘います。このプロジェクトは、松や樫の木をできるだけ残すことが目標であったため、建物は敷地内に非常に正確に配置され、木々に余裕のある空間を設けています。
  木造住宅は、家々に素朴な魅力を与えるだけでなく、居心地の良い暖かい雰囲気をつくり出しています。ヴァルトホルン通りの家々はそれぞれユニークなデザインで、景観に調和しています。支持構造部とファサードは無垢材のカラマツとトウヒの木でできています。断熱材は環境への悪影響が懸念されるプラスチックは使用せずに木質繊維でできています。家の地下には木質ペレットの暖房システムが採用されています。こうして効率住宅基準KfW55が達成されました。
  また、インテリアデザインにも環境に優しい製品が使われています。そのため、床材には明るいナチュラルベージュのマーモリウム・ココアが採用されました。これは木造住宅の雰囲気に調和しています。マーモリウム・ココアは、カカオ豆の殻を散りばめた、持続可能でリサイクル可能なリノリウムの床材です。
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